


















後葉～16 世紀後葉を約 30 年間隔にて 7 時期区分し
たシーサッチャナライ陶磁器の編年案を作成した。 
４．課題と論文作成の見通し 








佐々木達夫, 楠 寛輝, 向井 亙「北部タイ Wiang Bua, 
Ban Bo Suak, Phan 窯跡採集陶磁器の素地観察」『金
沢大学考古学紀要 25』: 74-117,2000 
向井 亙「東南アジア陶磁器研究の到達点」「シーチ
ャン島沖第 2 沈没船」「クラム島沖沈没船」『季刊考







21 回研究集会,青山学院大学,2000 年 9 月 
向井 亙｢窯跡出土品からみるタイ陶磁の系統と編
年」東洋陶磁学会平成 12 年度第 10 回研究会, 金沢
大学,2001 年 3 月 
向井 亙「東南アジアのやきもの」『専修大学総合科
目Ⅱ』, 2002 年 5 月 
６．研究助成受給 
日本科学財団平成 14 年度笹川科学研究助成金 研
究課題「沈没船資料に基づく 16･17 世紀におけるタ
イ輸出陶磁器の編年研究」助成額 300,000 円 
公益信託西田記念東洋陶磁史研究助成基金平成 14
年度研究助成金 研究課題「中世、タイ産輸出コン
テナ陶磁器の基礎的研究」助成額 500,000 円 
 
学位論文作成状況(3) 








































『古代オリエント博物館研究紀要』, 19: 55-73, 
1998 
田辺勝美, 山内和也, 石田恵子, 石渡美江, 岩井俊
平, 近藤さおり, 武内律志, 津村眞輝子, 中島裕子, 
古庄浩明, 柳生俊樹, A. ヴォスコフスキー, D. ル
サーノフ「ダルヴェルジン・テパの発掘（2000 年度



















































『考古学の新発見 1996』: 379-380, 1996 (ヴェト
ナム語） 
Nishimura Masanari, Hoang Van Khoan, Nguyen Quoc 




Nishimura Masanari, Nishino Noriko, Trinh Hoang 
Hiep, Hirano Yuko, Han Van Khan, Nguyen Quoc Hoi
「ナムディン省ヴーバン県タインロイ社の試掘調査




25 号: 4-8, 1998 
Nishino Noriko, Nishimura Masanari「李陳朝期陶
磁器の重ね焼き技法についての一考察」『考古学の新
発見 1999 年』: 581-583, 1999.（ヴェトナム語） 
Nishimura Masanari, Nishino Noriko, Mukai Ko, 
Han Van Khan, Nguyen Quoc Hoi 「ナムディン省ヴ
ーバン県タインロイ社の第 3 次試掘調査」『考古学の
新発見 1999 年』: 372-377, 1999.（ヴェトナム語） 
西村昌也, 西野範子, Trinh Hoang Hiep, Nguyen 
Quoc Hoi「1997 年夏期考古学調査の概報」『百穀社
通信 第 8 号』: 158-182､1998 
西村昌也, 西野範子, 平野裕子, チン・ホアン・ヒ
エップ, 向井亙「1998 年度と 1999 年度の夏期考古
学調査の概報」『百穀社通信 第 10 号』: 95-145, 
2000 
Nishino Noriko, Nishimura Masanari「ナムディン
省ミーロック県コンチェー、コンティン遺跡陶磁器
の年代、製作技術と役割について」『考古学の新発見
2000 年』: 552-557, 2000（ヴェトナム語） 
Noriko Nishino, Trinh Hoang Hiep, Nishimura 
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